Introduction and semantic change of Kango "Issyo" in the Japanese language by 鳴海  伸一
漢語「一所」の受容と意味変化

































































































































榊吾 ?? ?? 
堤持信輔吾 ?0 ?? 
覇級日記 ? ??
かヂろJSJj記 ????
源田嫉吾 ?1 迭?6 
枕草子 ?1 ?? 
紫式部日記 ?0 ?1 
棚妬 ?? ?? 
夜r頒覚 ?1 迭? 
狭封妬吾 ?? ?? 







































































或 偖r?ｯ 倩? 
宇治轍封妬吾 ?? ?? ??
保元物言吾 ?? 途? ??
平治物語 ?? 澱? ??
平家物語 釘? ??17 釘?
正法眼蔵随聞言 ?? ?? ??
古今著聞集 ?? ?? ??










或 偖r?ｯ 倩?千 
義経記 ?? 湯? ??
曾我物語 ?? 澱? ??
御伽草子 ?? ?? ??
天草版平家物言日 ?? ??6 ??
エソポのハブラ ?? ?? ??
論言吾抄 ?? ?? ??
中華若木言抄 ?? ?? ??
句双紙抄 ?? ?? ??
湯山連句抄 ?? 釘? ??































































集 倩?同 仄B?ｨ 
竹斎 ?? ?? ??
浮世物語 ?? ?? ??
きのふはけふのものがたり ??[ ?? ??
鹿の巻筆 ?? ?? ??
好色一代男 ?? 釘? ??
芭蕉書簡 ?? 迭? ??
近松世話物 ?? ?2?3 釘?
傾城禁短気 ?? 澱? ??
新色五巻書 ?? ?? ??
聞上手 ?? ?? ??
鯛の味噌津 ?? ?? ??
莫切自根金生木 ?? ?? ??















-　鈴木則郎(l九八三)　は､｢土地所有の観念の強い　｢1所懸命｣や同一の場所を意味する｢1所｣という語は'場所の観念を失った｢l生懸命｣やr l緒｣にとって代わられるのである｡｣と述べる｡つまり､中近世に　r l所懸命｣から｢1生懸命｣　へと変化したことと､｢一所｣　が場所の観念を失うこととを結びつけて説明するのであるo Lかし'｢1所｣　｢ひと(つ)ところ｣という表現は上代から多数見られるのに対し､｢一所懸命｣　は今回調査した資料にはほとんど見られないo r t所懸命｣　の用例は『太平記』に3例あるものの､それ以前の資料には､軍記物語にも見られない｡しかも『太平記』の3例も｢一所懸命の地　(所領)｣　という表現である｡中世の｢一所懸命｣は､武士が自分の所領に命を懸ける様を表した､いわゆる思想用語なのであり､｢一所｣　のように頻繁には出現しない｡2　対応する訓点資料がある場合には'対応箇所を示した｡3　漢籍は唐代までの主要な資料を調査した｡仏典は､漢語の日本語への受容という点で重要な訓点資料の残っているものを選んだo
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